
」

／

●11/30～12／５
羽田真皮革Ｔ芸展

藤本保子手作り人形展

画廊錦

●12／９～12/１４
大桐会( 大東大ＯＢ) 書道展

神戸市中央区三宮町１丁目
５－３０三宮センター街
癒（07 8 > 3 3 1雨1 7 2 1 - 3水曜休

ギャラリ．

あじさい

●12 /７～1 2 7 1 2
武本裕達作陶展

神戸市中央区三富町１丁目
９番１センタープラザ２Ｆ
生田筋ニスカレーター前
公（078)331..1639月曜休

S A L O N＆G A L L E R Y（北野坂

神戸時代
●12/１～12/１７

下村宏版画展

神戸市中央区中山手通１丁目
2 3 - ℃モンシヤトーコトブキ
ピル１Ｆ密( 0 7 8 ) 2 4 2 3 5 6 7
喫茶昼, 土日休･ ｽ ﾅ ｯ ｸ R 夜l 日用体

、

ﾉ ー

海文堂
ギャラリー

１，

神戸市中央区元町通３－５
－１０海文堂書店２Ｆ
西（078)331-6501 ノ
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本格的なイタリア料理が、手軽に楽しめる店

／ 匡二舎一

ｲﾀﾘｱの味を手軽にお楽しみください。
・今日のお客さま諸泉陽子先生と「泉会｣ の生徒様を迎えて

シェフ高柴功

豊 左
よ
り
高
漁
千
恵
子
さ
ん
、
松
原
晒
さ
ん
．

諾
泉
陽
子
先
生
、
大
政
順
子
さ
ん

ノ

☆シェフがおすすめするクリスマスコース１２月2 3 日( 木1 2 4 日( 金) 2 5 日( ±）
C h a m p a g n e 〈シャンパン〉
C o z z e a l l a M a r l r l a r a ′ムール貝のマリーナ風
R i s o p i l a f f c o n I G a m b e r e t t i I (海老入りリーソピラフ
D e n t I c e a I l a M a i t r e D , H o t a i 連子鯛のメートロホテル風
Co s c i o t t D D I a g n e l l o a r r o s t o仔牛のロースト
P a n e パン〉各コース料理のほか、ア，ラ・カルトも

ご用意いたしております。ご予約はお電D o l c e デザート〉 ，活でおｉｖＩＨにどうぞ
C a f f§コーヒー以上￥6 , 0 0 0￥5 , 0 0 0のコースもございますP h o n e（O 7 8 j 8 2 2 - 1 7 7 7

阪ﾄﾗﾝデｱﾝﾅベﾗZ二ゆ
御影山手1 - 2 - 1 0 メソン白鴎御影ガーデンシティ2 Ｆ
７８）８２２－１７７７営業時間１１：３０～２１：3 0
, 1 2 月3 1日,１月1 , 2日は休業させていただきます、 ( 駐車場完備）

トランテ" アンナベラ，，
…Ｑn 画

Ｆ
Ｌ

アンナベラ

蝿i 病１噸I 棚
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中国酒家

姥細

ム、一~

②チャイニーズブティック｢ 楊貴妃｣ もよろしく

●ごあいさつ
ささやかに営んでまいり

ました楊貴妃も今年で1 0 年
を迎えることができました。
そうした歳月を知らぬま

に費していたことにいまさ
らながら驚きつつ、皆様に２

生0 年の歳月を新しいお店に生かして歳１ ■■■

ノ

ヱ

Ｊ

匪
幸

らながら驚きつつ、皆様に愛されてきた
小さな店楊貴妃の幸せを喜んでおります。
１０年の歳月を無駄にしないためにも、
それを一つのくぎりといたしまして、新
しいお店をつくることを思いたち、トア
ロードの一隅に移り、開く運びとなりま
した。よろしくお願いいたします。

店主陳美香

営業時間正午1 2 時～午後９時半
（ラストオーダー８時半）
ランチタイム< 正午1 2 時～午後２時〉
ディナータイムはご予約ください。

、日曜定休

一
」

『皇

動

1

狸

＝戸二

一 Ｅ戸苧
竪

こ

■
－
９
１

MNHK

●
機音妃
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御会合、御会食( 2 0 名様まで) の

、/ ･ 新神戸駅前にデビュー. ノ

御席も準備させていただきます。

華麗に
オープン. ノ

eMF1mtzgPjt|満瓶嫡憧書冒需:駅一
一あこや亭

繍蝿震…棚呂:|恥蒜一
、ご宴会もご相談下さい。

_ 戸 .

小宴会、御商談、コンパ等各種

＝ ｰ ＝■

翌Ｆ画侃| ’

、

神戸市中央区生田町 1 - 1 - 1 5 ( 新神戸ビル２Ｆ）．．…－，．…‐‐‐‐
お気軽に御申しつけ下さい。｜ａ(078)242-51711

ノ営業時間／１１：００ＡＭ～１０：０O ＰＭ

ｅ鉄板焼
選りすぐった神) - 『ビーフと

新鮮な魚介類を向性の腕で

ご賞味いただく鉄板焼。お

昼にはランチステーキも。

”生スパゲッティ
打ちたての麺を、その場で

ゆで上げた本格的な生スパ

ゲッティ。あっさりしたソ

‘・ス仕立て。本場の味“

■ミニしやぶ
神戸肉のしゃぶしゃぶをお

手軽: こ･ おひとり用のお鍋

ですから、ゆっくりマイペ

- - ｽ 懇お別の追加も( ) K 。

●喫茶

ティータイムには、香り高

いコーヒーを。紅茶も蛸意

しております。憩いのひと

時を、お知隆に･ ･ ･ …。

H 雨壷雨

Iロ
営
一

１
＃
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記, ' i 嵐個1 鐘

、／

ひ

ノ

明るくハイセンスなムードのなかで、
ミッドナイトティーを。若い人たちで
いつもいっぱいです。
1 1 ＡＭ～３ＡＭ無休壷3 9 2 - 0 5 6 1

Ｉヨ ）司到利訓目
1欝謬駕劉

、
坐

フレッシュな彼女とともに、陽気な夜安心できる高級クラブ､ 〔コスモス〕が、
を……。低料金で遊べるあなたにぴっ三宮にオープンしました。
たりなお店ですノ
６ＰＭ～１ＡＭ念3 9 2 - 0 3 2 3 日祝休 壷3 9 2 - 0 1 5 6

5「Sci堂房６｢亡i鎧iiiiう三5ＦＳｏｉ堂層

１Ｆひ－℃台２FBill髄適ｉｂＩ

ＦＢｌビル神戸市中央区加納町4丁目8-7、

？･･：
碧引

? ■も

＃ 、
坐

曲型

Ｐ
典

空
説
ｂ偉鍔‘菟噛

ii妄鵬音楽はライブ、料理は本格派。おまけ
にセクシームードも欲しい。そんなあ
なたのために．．…･ ｏ
６ＰＭ～3 A Ｍ・日祝5ＰＭ～１１ＰＭ壷3 9 2 - 0 6 5 1
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画一一＝

二

ワ
イ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

コ
ー
ヒ
ー
も
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
も

ご
ざ
い
ま
す
。

、

冨生二曲

j F ｺ ﾕ

／

1

似

ﾛ 騨
竺」

■l

Ｌ
､誠＃

｜
…
…
．
…

し．ミーーさ』融顎､ ; 可画一
デンマークの味・焼きたて生チーズケーキとコーヒーの神戸元町・
観音屋が、デンマーク産の高級チーズを使った北欧の味・チーズフ
ォンデューと観音屋オリジナルのチーズ鍋を始めました。これまで
お召しあがりにならなかった方にもご満足いただける栄養満点の風
味です。本場の輸入チーズを使ったチーズフォンデューの店「フィ
ヨルド観音屋」へは観音屋１Ｆからエレベーターでお上がり下さい。

デンマークの味 本店・元町３丁目山側タバコ店隣Ｂ１
焼きたての生チーズケーキの店ＴＥＬ３９１－４１２５
oH E E S E＆COF F E E李駕;1ｲ ｮ ｲ輔屋
輔肩観音屋素噸巽蕊繍〃…↑

１９７５ ＴＥＬ２３２－１５８４

茅。

ノ

‘罰『雨承輔罵罵言竜

』別

、更訂T 鞄？

鞭
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左より村上和子さん､ 重森守さんくｱ ｻ ﾋ ファミリーニュース編集長> 水野さんと大村シェフ

神戸ＳＴＥＡＫＨ○ＵＳＥ倶楽部

水 野
吾樫す99黙＃謡弼冨謡妥o･神戸市中央区中山手通1丁目32-5 －４一■ B 一Ⅱ

面Ｆ＝＝ ｰ 空＝一

、ご予約はお電話でお早目にどうぞ ペンシルビル1 ＦＴＥＬ２４１－７５００
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☆
Ⅷ
神
戸
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

世
界
で
ア
ジ
ア
で
神
戸
で

廻
月
皿
日
（
火
）
、
午
後
６
時

鋤
分
１
８
時
鋤
分
、
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
で
、
神
戸
市
民
ク
リ
ス

マ
ス
が
行
な
わ
れ
る
。
お
話
は

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

長
の
渡
辺
和
子
さ
ん
、
腹
話
術

の
春
風
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
、
オ
ル

ガ
ン
演
奏
・
所
俊
夫
さ
ん
な

ど
、
他
に
手
話
通
訳
が
あ
り
、

多
彩
な
人
た
ち
に
よ
る
神
戸
な

ら
で
は
の
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
な
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
だ
。

》
職
砺
測
舞

ｉ
‐
員
会
の
本
部

窓
口
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
中

山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ム
ジ

カ
神
父
。
「
み
ん
な
が
一
緒
に

歌
を
う
た
っ
た
り
、
神
戸
市
民

に
と
っ
て
と
て
も
楽
し
い
催
し

に
し
た
い
」
と
、
１
年
中
で
い

ち
ば
ん
の
大
き
な
行
事
だ
け

に
、
ｕ
月
か
ら
そ
の
準
備
に
大

わ
ら
わ
の
様
子
で
あ
る
。

口
市
内
各
教
会
．
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
入
場

券
（
５
０
０
門
）
発
売
中
中
山
手
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
衝
２
２
１
１
４
６
８
２

り
の
ユ
ニ
ー
ク
な
解
釈
を
す
る

主
観
的
タ
イ
プ
）
な
ど
楽
し
く

学
べ
る
受
験
対
策
だ
。

☆
良
い
店
づ
く
り
に
男
の

夢
と
ロ
マ
ン
を
賭
け
ま
す

ｕ
月
中
旬
に
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
と
北
野
町
リ
ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
オ
ー
プ
ン

し
た
山
田
恭
正
さ
ん
。
さ
ん
プ

ラ
ザ
の
ａ
ｌ
ｆ
ｅ
ｅ
、
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
、
異
人
館
倶
楽
部
の
Ｍ

Ｏ
Ｇ
Ａ
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
の
ｒ
ｅ
ｎ
ｏ
ｍ
ａ
と
合
わ

せ
て
６
店
舗
に
な
っ
た
。

今
回
は
メ
ー
カ
ー
の
内
容
が

》
》
》
癖
》
》
》
》
帝
畔
押
》
》

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
Ｌ
Ａ
ｌ

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
と
ｙ
Ｏ
Ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｉ

ｎ
ａ
ｂ
ａ
を
独
立
さ
せ
た
。
「
同

じ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
で
も
ヤ

ン
グ
参
向
け
の
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ
ｐ
や

Ｄ
・
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
年
の
せ
い

か
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
き
た

の
で
、
他
の
店
で
や
っ
て
も
ら

っ
た
。
Ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
は
自

分
な
り
に
凝
っ
た
店
づ
く
り
を

し
た
つ
も
り
・
『
神
戸
に
良
い
店

が
あ
っ
た
ね
』
と
人
々
の
心
に

残
る
よ
う
な
店
に
し
た
い
よ
」

良
い
店
づ
く
り
に
男
の
ロ
マ
ン

を
か
け
る
山
田
さ
ん
。
皿
店
舗

ぐ
ら
い
は
や
り
た
い
と
フ
ァ
イ

ト
満
々
だ
。

☆
サ
ロ
ン
・
デ
・
モ
ー
ド
中
西

Ｐ
Ａ
Ｒ
唖
Ⅱ
を
大
阪
に

磨
か
れ
た
神
戸
セ
ン
ス
と
エ

レ
ガ
ン
ス
で
、
変
身
を
続
け
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

中
西
省
吾
さ
ん
が
、
神
戸
ト
ー

ァ
ロ
ー
ド
店
加
周
年
を
記
念
し

て
大
阪
・
ミ
ナ
ミ
ヘ
進
出
、
ｎ

月
３
日
（
祝
）
オ
ー
プ
ン
し
た
。

》
得
》
》
》
鋼
》
帝
》
》
『
羊
一

中
心
に
組
み
合
せ
を
考
え
た
ブ

ト
な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
で

き
、
ま
た
中
西
さ
ん
が
大
阪
店

に
い
る
日
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
変
身

が
楽
め
る
。

☆
〃
食
″
の
専
門
店
化
を
め
ざ

し
新
分
野
を
展
開

神
戸
コ
ト
ブ
キ
三
宮
ピ
ル
の

寿
里
庵
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ス
テ

ィ
ー
ム
ボ
ー
ト
、
か
ま
ど
焼
・

の
ん
兵
衛
か
ま
ど
な
ど
、
積
極

的
展
開
を
進
ぬ
る
細
谷
俊
雄
㈱

サ
ン
コ
ト
ブ
キ
社
長
だ
が
、
こ

の
秋
、
皿
月
に
、
デ
ザ
ー
ト
専

門
店
「
デ
ザ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
」
ヘ
ル
シ
ー
カ
フ
エ
テ
リ
ア

蕊
》
識

オ
ー
プ
ン
、
個
生
的
な
店
舗
作

り
で
話
題
を
呼
ん
だ
。
「
時
代

の
流
れ
と
共
に
、
既
製
の
概
念

で
〃
食
〃
を
語
る
こ
と
は
も
は
や

で
き
ま
せ
ん
。
食
べ
る
こ
と
へ

の
美
意
識
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

発
想
か
ら
、
今
後
は
積
極
的
に

食
べ
な
が
ら
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

し
、
同
時
に
健
康
な
食
生
活
を

創
造
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
、
細
谷
さ
ん
。
今

後
、
自
然
食
品
専
門
店
の
サ
ン

ト
マ
ト
な
ど
、
高
齢
化
社
会
へ

向
け
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
展
開
が

☆
受
験
生
共
通
一
次
国
語
対

策
に
朗
報
、
５
つ
の
秘
訣

月
刊
神
戸
っ
子
の
連
載
小
説

「
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
」

の
蒼
竜
一
さ
ん
が
、
旺
文
社
大

学
受
験
ラ
ジ
オ
講
座
の
国
語

（
ラ
ジ
オ
関
西
）
を
担
当
、
８

月
か
ら
放
送
中
で
、
廻
月
に
は

今
ま
で
の
授
業
を
ま
と
め
た
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
発
売
さ
れ

－
蕊
》
》
鎌

古
文
漢
文
を
担
当
。
共
通
一
次

突
破
法
と
し
て
５
つ
の
コ
ツ
を

伝
授
す
る
。
設
問
に
対
す
る
誤

答
例
の
う
ち
正
解
を
見
分
け
る

た
め
、
①
針
小
棒
大
型
②
道
徳

教
育
型
③
暴
力
団
型
（
こ
じ
つ

け
）
④
泥
棒
に
も
三
分
の
道
理

型
⑤
一
人
よ
が
り
型
（
自
分
な

1１７

ＣＯＦＦＥＥ
ｍ
刀
ＩＴＩ
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！

十
一
月
二
日
（
火
）
、
午
後
四
時
三
○
分
閉
園
後
（
冬
時
間
）
、

新
着
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
移
動
作
業
を
始
め
た
。
い
ち
早
く
不
穏
な

雰
囲
気
を
悟
っ
た
類
人
猿
舎
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

ン
が
一
瞬
静
ま
り
返
っ
た
。

せ
っ
か
く
の
夕
食
時
、
バ
ナ
ナ
も
柿
も
投
げ
だ
し
、
い
っ
せ
い

に
神
ち
ゃ
ん
の
部
屋
へ
逆
毛
で
視
線
を
向
け
、
じ
ｌ
と
逃
げ
腰
の

恰
好
の
ま
ま
だ
。
六
名
の
飼
育
係
に
運
び
こ
ま
れ
る
移
動
用
濫
の

中
に
何
や
ら
声
と
手
足
の
音
が
聞
き
と
れ
た
の
だ
ろ
う
。

「
ク
ワ
ー
ン
、
ク
ワ
ー
と
最
初
に
神
ち
ゃ
ん
。
そ
し
て
メ
ス
の

チ
ェ
リ
ー
、
続
い
て
オ
ス
の
金
、
続
い
て
ボ
ス
の
ジ
ョ
ニ
ー
も
が

吠
え
声
を
吐
き
だ
し
な
が
ら
、
ド
ド
ー
ン
ノ
．
鉄
の
吊
戸
を
け
と
ば

し
だ
し
た
。
作
業
を
す
る
係
員
に
向
け
た
の
で
は
な
く
、
明
ら
か

に
椎
の
中
の
声
の
主
に
激
し
く
攻
盤
し
て
い
る
こ
と
が
、
私
に
は

よ
く
分
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
オ
ス
で
あ
る
神
ち
ゃ
ん
の
怒
鳴
り
声
が
ま
つ
先

で
あ
っ
た
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
安
心
し
た
こ
と
か
。
板
張
り
の
移
動

椎
に
僅
か
な
格
子
部
分
が
あ
る
だ
け
で
、
全
く
姿
は
見
え
な
い
。

そ
の
稔
を
神
ち
ゃ
ん
の
寝
室
空
部
屋
扉
に
ピ
ッ
タ
リ
据
つ
け
、

「
固
定
完
了
、
安
全
確
認
Ｏ
Ｋ
。
そ
れ
で
は
、
扉
を
開
け
て
下
さ

い
ノ
．
」

〔
神
ち
ゃ
ん
は
秋
ち
ゃ
ん
を
覚
え
て
い
た
ノ
．
〕

》
斯
錨

蕊

繍翻

蕊

貫録十分、すっかり大人になった神ちゃん

開
け
ら
れ
た
扉
に
、
さ
っ
と
と
び
出
る
動
物
は
殆
ん
ど
い
な
い
。

不
安
な
の
だ
ろ
う
。
辺
り
を
伺
っ
た
う
え
、
ソ
ロ
リ
と
、
抜
け
で

る
よ
う
に
姿
を
見
せ
た
。

そ
れ
は
、
神
ち
ゃ
ん
の
お
嫁
さ
ん
生
後
六
才
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

で
あ
る
。

「
ウ
ワ
ッ
、
ウ
ハ
ッ
ウ
ハ
ッ
ウ
ッ
ウ
ッ
ウ
ッ
ウ
…
…
」
逃
げ
回
る

の
か
と
思
え
ば
、
そ
の
メ
ス
は
格
子
越
し
に
神
ち
ゃ
ん
に
寄
り
添

っ
て
い
っ
た
。
私
は
感
激
し
た
。
思
え
ば
四
年
前
、
や
は
り
十
一

月
、
神
ち
ゃ
ん
の
自
立
の
た
め
に
と
学
童
期
の
メ
ス
秋
ち
ゃ
ん
を

迎
え
た
時
、
「
ギ
ャ
ー
」
人
工
育
ち
の
神
ち
ゃ
ん
は
、
仲
間
の
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
に
喜
ぶ
ど
こ
ろ
か
心
臓
死
す
る
程
部
屋
中
を
逃
げ
回

っ
た
。類

人
猿
に
な
る
と
本
能
だ
け
で
は
身
体
的
に
成
熟
し
て
も
、
本

交
尾
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
に
な
る
場

合
が
多
い
。
つ
ま
り
、
幼
児
期
か
ら
親
た
ち
の
行
為
を
真
似
な
が

ら
の
学
習
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
対
人
間
に
は
荒
々
し
く
と

も
、
母
乳
育
ち
で
よ
く
自
立
し
た
メ
ス
を
当
自
然
育
ち
の
秋
ち

ゃ
ん
を
迎
え
た
。
そ
の
秋
ち
ゃ
ん
は
、
神
ち
ゃ
ん
に
く
る
り
と
お

尻
を
向
け
て
、
あ
い
さ
つ
行
動
を
見
せ
た
が
、
神
ち
ゃ
ん
は
そ
れ

を
拒
否
し
、
突
き
と
ば
し
た
こ
と
か
ら
激
し
く
咳
み
あ
っ
た
。

1１９
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蟻鱗. 驚駕

結
果
は
半
分
も
な
い
小
さ
な
メ
ス
の
秋
ち
ゃ
ん
に
咳
み
つ
か
れ

た
神
ち
ゃ
ん
は
部
屋
の
隅
で
私
に
助
け
を
向
け
て
き
た
。

「
神
、
お
前
は
男
な
ん
や
、
人
間
以
外
の
動
物
は
咳
み
つ
ぐ
ん
や

痛
か
っ
た
ら
咳
み
返
え
せ
／
，
」

こ
の
父
ち
ゃ
ん
は
心
を
鬼
に
し
て
神
ち
ゃ
ん
の
救
い
を
突
っ
ぱ

ね
、
餌
も
ろ
く
に
食
べ
な
く
な
っ
た
神
ち
ゃ
ん
を
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
秋
ち
ゃ
ん
と
の
同
居
飼
育
を
続
け
て
い
っ
た
。
や
は
り
、
そ

う
し
た
秋
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が
神
ち
ゃ
ん
の
性
行
動
を
育
て
る
こ

と
に
な
り
、
二
年
め
の
同
居
生
活
を
迎
え
、
も
は
や
離
別
で
き
な

い
程
の
オ
ス
、
メ
ス
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔
先
代
秋
ち
ゃ
ん
は
中
国
へ
…
…
〕

だ
が
、
時
あ
た
か
も
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ヘ
〃
パ
ン
ダ
″
誘
致
の
さ
な

か
。
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
、
キ
リ
ン
、
カ
バ
な
ど
を
天
津
動
物
園
へ
送
っ

た
が
、
さ
ら
に
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
夫
婦
が
欲
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

検
討
の
末
、
新
た
な
メ
ス
の
導
入
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
神
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
大
切
な
、
そ
の
秋
ち
ゃ
ん
を
神
戸
生
れ

の
オ
ス
銀
太
と
を
ひ
些
識
ど
し
て
中
国
へ
送
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

そ
の
銀
太
と
秋
ち
ゃ
ん
若
い
二
頭
の
チ
ン
。
ハ
ン
ジ
ー
は
天
津
動

儒
胤§

ワーッ仲が良いのネノ新妻の秋ちゃんカワユイ

篭~鰯,

Ｏ
‐
２
１
１

物
園
で
は
大
変
な
人
気
と
な
っ
て
、
人
だ
か
り
が
続
い
て
い
る
と

の
便
り
も
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
も
無
事
終
了
、

サ
イ
サ
イ
、
ロ
ン
ロ
ン
の
パ
ン
ダ
は
日
本
中
の
人
々
に
惜
し
ま
れ

な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
。
あ
れ
か
ら
早
や
一
年
が
過
ぎ
去
り
歳
月

は
色
々
な
出
来
事
を
運
ん
で
来
て
し
ま
う
。
パ
ン
ダ
無
事
帰
国
、

そ
の
後
元
気
に
て
ご
安
心
下
さ
い
。
と
の
一
通
の
礼
状
の
末
尾
に

悲
し
い
文
字
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
だ
。

〃
残
念
な
が
ら
、
秋
ち
ゃ
ん
、
病
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
〃

私
は
コ
ピ
ー
し
た
書
面
の
文
字
に
、
本
当
に
言
葉
も
な
く
た
だ

苦
然
と
な
っ
た
。
「
秋
ち
ゃ
ん
、
お
前
は
不
運
な
子
や
っ
た
。
唯

ま
れ
育
っ
た
親
と
も
離
さ
れ
、
神
戸
で
も
落
ち
つ
け
ず
、
遠
い
中

国
で
死
ん
で
し
も
た
ん
や
…
…
。
」

〔
秋
ち
ゃ
ん
は
神
ち
ゃ
ん
の
元
で
生
き
る
ん
や
〕

そ
ん
な
悲
し
み
を
一
身
に
受
け
て
い
た
神
ち
ゃ
ん
は
秋
ち
ゃ
ん

と
別
れ
て
満
三
年
。
ま
た
再
び
、
お
嫁
さ
ん
を
こ
の
程
迎
え
る
こ

と
に
相
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
最
初
に
触
れ
た
の
は
、
神
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
〕

当
然
の
こ
と
格
子
越
し
に
一
夜
を
過
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
卿

ら
く
は
ど
ち
ら
も
近
寄
っ
て
は
離
れ
、
何
だ
か
声
を
か
け
あ
う
。

そ
し
て
、
く
る
り
と
メ
ス
が
、
神
に
お
尻
を
向
け
だ
し
た
。
そ
の

時
は
つ
と
、
思
い
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
神
ち
ゃ
ん
は
そ
の
お
尻

に
す
ぐ
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
ソ
ロ
リ
と
格
子
の
間
か
ら
手

を
出
し
た
神
ち
ゃ
ん
は
そ
の
メ
ス
の
マ
ュ
毛
と
眼
に
触
れ
た
。
メ

ス
は
神
ち
ゃ
ん
に
身
体
を
押
し
つ
け
る
よ
う
に
背
を
向
け
座
っ
て

や
る
。
そ
の
一
一
頭
の
姿
に
は
、
何
ら
険
悪
な
も
の
が
な
い
。
い
や

愛
情
さ
え
確
認
が
で
き
た
。
私
は
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
翌
朝
、
運
動
場
へ
出
た
二
頭
は
、
ま
つ
わ
り
つ
き
あ
い
、

コ
ロ
ゲ
回
っ
て
喜
び
、
時
折
り
神
ち
ゃ
ん
が
後
ろ
か
ら
、
ギ
ュ
ゥ

ー
と
抱
き
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
見
せ
だ
し
た
。

「
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
神
、
お
お
秋
ち
ゃ
ん
を
覚
え
て
い
た

ん
や
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
お
嫁
さ
ん
、
秋
ち
ゃ
ん
と
名
づ
け
よ
う
」

「
秋
ち
ゃ
ん
、
も
う
神
ち
ゃ
ん
と
は
離
れ
た
ら
あ
か
ん
。
思
い
き

り
世
話
さ
せ
て
貰
う
か
ら
、
神
と
仲
よ
う
し
た
っ
て
、
そ
し
て
あ

の
秋
ち
ゃ
ん
の
分
も
長
生
き
す
る
ん
や
で
／
、
」
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１１月１０日、新装オープンしました

◎忘年会
◎新年会
などの各種パーティの
予約を承っています。

鯵猿壌虐
神戸市中央区栄町１丁目2 - 2 8

（大丸西口中華街）
ＴＥＬ(078)392-1982

１１: O 0 A M - 8 : 3 0 RＭ火曜日定休
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鴬 牡丹鍋
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〒6 5 O 神戸市中央区割塚通5 丁ｎｌ－２３
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ツグミ

恭和産業株式会社

ダックホロホロ鳥
北京

民壁

猪鹿馬牛塞丸兎

スッポン カエル

回
珍
し
い
野
生
食
肉
専
門
店

当
店
は
全
国
で
も
珍
し
い
野
生

食
肉
の
専
門
店
で
す
。
今
ま
で

は
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
珍
味

肉
を
、
こ
れ
か
ら
は
お
手
軽
に

お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

回
卸
・
小
売
と
も
に
Ｏ
Ｋ

当
店
は
卸
も
小
売
も
や
っ
て
お

り
ま
す
。
飲
食
店
経
営
者
の
方
、

食
通
の
方
、
と
も
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

﹇
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
﹈
猫
肉
（
並
）
キ
ロ
４
５
０
０

円
鹿
肉
（
ロ
ー
ス
）
キ
ｐ
５
５
０
０
リ

賜
肉
（
上
・
刺
身
川
）
キ
ｐ
４
５
０
０
リ

牛
耀
丸
キ
ロ
ー
４
０
０
円
Ｅ
Ｔ
Ｃ
．

・
価
格
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

回
阪
急
春
日
野
道
駅
下
車
東
２

０
０
米
高
架
下
山
側

伊勢エビ鮎山女
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華
一
麓
な
る
食
べ
あ
る
記

ブ
ー
ム
と
い
う
の
は
去
る
も
の
だ
が
、
異
人
館
ブ
ー
ム
は
ど
う

や
ら
定
着
し
た
ら
し
い
。

六
甲
お
ろ
し
が
吹
く
こ
ろ
に
な
っ
て
も
、
三
々
五
々
、
ア
ヴ
ェ

ッ
ク
や
若
い
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が
北
野
界
隈
を
歩
い
て
い
る
。
ハ

ン
タ
ー
坂
（
に
し
む
ら
の
西
の
坂
道
）
を
上
っ
て
四
つ
角
に
立
ち

止
ま
っ
た
ら
、
岡
山
弁
ら
し
き
三
人
連
れ
の
女
性
が
、
ス
イ
ス
・

シ
ャ
レ
ー
の
看
板
を
見
な
が
ら
、
「
あ
そ
こ
に
入
っ
て
み
よ
う
か
、

ち
ょ
っ
と
え
え
感
じ
や
ね
え
。
」
「
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
」
「
神
戸
に

来
た
ん
だ
か
ら
、
神
戸
ら
し
い
と
こ
ろ
で
食
べ
よ
う
よ
…
。
」
な
ん

て
話
し
て
る
。

ち
っ
と
も
高
く
な
い
よ
、
値
段
も
手
頃
で
お
い
し
い
よ
、
と
一

人
ご
と
風
に
つ
ぶ
や
い
た
ら
、
け
げ
ん
な
顔
で
こ
っ
ち
を
向
い

た
。
ス
イ
ス
・
シ
ャ
レ
ー
、
こ
の
十
一
月
で
丸
九
年
に
な
る
。

貿
易
の
仕
事
で
神
戸
に
こ
ら
れ
た
ミ
ス
タ
ー
ハ
ン
ス
、
こ
ち
ら

で
結
婚
な
さ
っ
て
も
う
四
十
二
年
、
料
理
が
御
趣
味
だ
っ
た
そ
う

で
、
そ
の
趣
味
の
ス
イ
ス
家
庭
料
理
を
い
か
し
た
の
が
、
こ
の
お

店
で
あ
る
。
壁
の
絵
や
写
真
も
、
ス
イ
ス
の
風
景
や
人
物
、
奥
に

ロ
ス
イ
ス
・
シ
ャ
レ
ー

ー
☆
本
場
ス
イ
ス
の
家
庭
料
理
の
味

八
％
Ｖ
ス
イ
ス
料
理

八
妬
Ｖ
郷
土
料
理

通
じ
る
ド
ア
や
壁
に
、
可
愛
い
絵
が
描
い
て
あ
っ
た
け
ど
、
あ
れ

も
御
趣
味
な
の
か
な
、
聞
き
そ
び
れ
た
。

一
一
ヵ
月
程
前
友
人
と
来
た
時
、
隣
り
に
外
人
一
家
七
人
、
大
人

も
子
供
も
、
実
に
食
事
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
雰
囲
気
が
あ

り
、
も
と
よ
り
何
を
喋
っ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
そ

の
笑
い
声
や
身
ぶ
り
手
募
り
、
メ
ニ
ュ
ー
の
注
文
の
仕
方
ま
で
、

あ
あ
食
事
っ
て
こ
う
あ
る
べ
き
か
な
あ
、
と
い
た
く
感
心
し
た
事

が
あ
っ
た
。
い
か
に
も
こ
の
お
店
ら
し
い
光
景
だ
っ
た
。

さ
て
、
私
の
食
事
の
番
で
あ
る
。
す
で
に
調
理
場
で
あ
た
た
め

ら
れ
た
油
の
入
っ
た
フ
ォ
ン
デ
ュ
鍋
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
改
め
て

火
で
お
尻
を
あ
ぶ
る
。
ゴ
ト
ゴ
ト
、
プ
ク
ブ
ク
、
も
う
お
肉
入
れ

て
も
い
い
の
か
な
あ
、
長
い
フ
ォ
ー
ク
の
よ
う
な
串
の
先
に
、
二

セ
ン
チ
四
方
位
に
切
ら
れ
た
、
三
田
牛
の
へ
し
を
突
き
さ
し
て
、

お
そ
る
お
そ
る
油
の
中
へ
、
ジ
ュ
ッ
と
音
が
す
る
。
生
で
食
べ
ら

れ
る
程
の
お
肉
だ
か
ら
、
あ
ま
り
火
を
通
し
す
ぎ
な
い
事
が
コ

ツ
。
五
つ
の
ソ
ー
ス
、
右
か
ら
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
、
ト
マ
ト
味
、
カ

レ
ー
風
味
、
マ
ス
タ
ー
ド
、
シ
ー
ズ
ニ
ン
グ
ソ
ー
ス
、
こ
の
中
の

好
み
の
味
に
つ
け
て
食
べ
る
の
で
あ
る
。
熱
い
肉
と
冷
た
い
ソ
ー

ス
が
ま
じ
り
、
口
の
中
で
絶
妙
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
か
な
で
る
。

つ
い
つ
い
話
に
夢
中
に
な
っ
て
、
鍋
の
中
に
金
串
が
何
本
も
入

っ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
フ
ォ
ン
デ
ュ
の
場
合
は
禁
物
み
た

３
１
２
１
１

ノ
コ
ち
や
ん

●
小
山
乃
里
子
のス

イ
ス
。
シ
ャ
レ
ー

西
村
屋
た
じ
ま
路
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☆
味
覚
の
ふ
る
里
、
但
馬
の
自
然
と
四
季
を
味
の
手
紙
で

スイス・シャレー

▲上／ＦＯＮＤＵＥＢＯＵＲＧＵＩＧＮＮＯＮＮＥヘレ肉の
フォンデュー薬味ソース５種類、パンとバター蒔サラ
ダ付
「日本で暮らして4 2 年･ 料理が趣味で、それを生かして
この店を始めました」とハンス・クノフリーさん

４
１
２
１
１

い
。
も
っ
と
も
、
話
を
す
る
ま
も
惜
し
い
ほ
ど
、
次
か
ら
次
へ
と

食
べ
た
く
な
る
、
っ
て
の
が
本
音
か
な
。
ピ
ゴ
さ
ん
ち
の
パ
ン
を

む
し
ゃ
む
し
ゃ
、
ワ
イ
ン
を
が
ぶ
り
。
ス
イ
ス
に
行
っ
た
時
、
フ

ォ
ン
デ
ュ
の
店
が
わ
か
ら
ず
、
中
国
料
理
店
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
、

と
言
っ
た
ら
、
ハ
ン
ス
さ
ん
に
に
ら
ま
れ
た
。
仔
牛
の
ク
リ
ー
ム

ソ
ー
ス
煮
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
風
も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
。
チ
ー
フ
の
室

井
さ
ん
は
、
ス
イ
ス
に
一
度
も
行
っ
た
事
が
な
い
ん
だ
っ
て
。
よ
く

こ
れ
だ
け
の
味
が
出
せ
る
も
ん
だ
、
さ
す
が
プ
ロ
、
と
言
っ
た
ら

に
や
り
と
笑
っ
た
。
今
度
は
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
を
食
べ
る
ぞ
。

仔
牛
の
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
煮
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
風
、
ロ
ー
ス
テ
ィ
付
／
２
０
０
０
円
、

特
製
仔
牛
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
オ
ー
ー
オ
ン
グ
レ
イ
ピ
、
ロ
ー
ス
テ
ィ
付
／
１
８
０
０
円
、

ヘ
レ
肉
の
フ
ォ
ン
デ
ュ
ー
、
パ
ン
と
サ
ラ
ダ
付
／
４
８
０
０
円

中
央
区
北
野
町
３
丁
目
妃
ア
ニ
ル
ド
マ
ン
シ
ョ
ン
ー
Ｆ
衝
２
２
１
１
４
３
４
３

正
午
Ｉ
午
後
、
時
毎
月
曜
定
休

口
西
村
屋
た
じ
ま
路

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
は
歩
く
け
ど
、
そ
の
一
番
東
の
筋
、
そ
ご
う

の
裏
通
り
、
本
当
に
久
し
振
り
に
来
た
な
あ
、
と
信
号
待
ち
で
考

え
た
。
こ
こ
の
喫
茶
店
、
ず
い
分
き
れ
い
に
な
っ
て
、
代
変
り
し

た
の
か
な
、
前
か
ら
こ
ん
な
名
前
だ
っ
た
つ
け
。
え
－
つ
と
、
西

村
屋
ね
え
、
す
ぐ
わ
か
る
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
あ
れ
ま
あ
、
大

き
な
店
、
え
っ
、
こ
れ
全
部
一
つ
の
店
な
の
、
確
か
〃
た
じ
ま

路
″
の
方
に
入
っ
て
下
さ
い
っ
て
言
わ
れ
て
た
つ
け
。

「
今
日
は
」
入
口
の
左
側
に
私
好
み
の
陶
器
の
陳
列
ケ
ー
ス
。
一

階
を
ち
ら
り
と
の
ぞ
く
。
六
角
型
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
の
真
中

に
、
き
ら
り
き
ら
り
と
う
ろ
こ
が
光
る
。
活
す
席
。
泳
ぐ
魚
を
見

な
が
ら
の
食
事
も
お
つ
な
も
の
。

二
階
は
民
芸
広
間
。
掘
り
ご
た
つ
式
の
座
席
が
う
れ
し
い
。
け

や
き
の
ピ
カ
ピ
カ
に
み
が
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
、
す
べ
り
そ
う
な

床
。
壁
も
天
井
も
板
張
り
で
、
大
き
な
ど
び
ん
と
鯉
の
飾
り
が
、

ど
こ
か
雪
国
の
民
宿
に
で
も
坐
っ
て
い
る
気
分
に
な
る
。

ま
だ
出
来
て
一
年
と
少
々
、
メ
ニ
ュ
ー
ま
で
が
新
し
い
。
但
馬

路
弁
当
（
松
・
竹
・
梅
）
、
会
席
料
理
、
利
休
、
観
月
、
光
琳
の
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鎚
帝

蕊

廃憲、

恥
＃
閉
割
・
串

お
き
一

西村屋たじま路

横
に
は
、
湯
宿
西
村
屋
の
風
味
を
そ
の
ま
ま
に
、
と
書
い
て
あ

る
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
こ
は
城
崎
の
、
一
度
こ
こ
に
泊
っ
て
み
た

い
と
一
一
・
三
度
の
ぞ
き
込
ん
だ
事
の
あ
る
、
あ
の
西
村
屋
さ
ん
の

経
営
だ
っ
た
つ
け
。
メ
ニ
ュ
ー
の
中
程
に
、
但
馬
の
海
か
ら
（
か

に
を
中
心
に
）
、
但
馬
の
山
か
ら
（
牛
肉
）
、
と
い
う
の
が
あ
り
、

今
日
は
そ
の
山
の
も
の
、
肉
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ
る
の
で
あ

る
。
こ
ん
な
の
見
た
事
あ
り
ま
す
か
、
な
ん
て
店
長
の
藤
井
さ
ん

が
、
牛
の
血
統
書
を
見
せ
て
下
さ
っ
た
。
鼻
紋
な
ん
て
初
め
て
見

た
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
、
良
い
肉
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
事
で
、

こ
の
、
バ
ラ
色
と
も
な
ん
と
も
い
え
な
い
色
の
良
さ
、
さ
っ
と
色

が
変
る
か
ど
う
か
の
頃
合
い
で
、
ゴ
マ
た
れ
に
ち
よ
い
と
つ
け
て

食
べ
る
と
、
口
の
中
で
と
ろ
け
る
よ
う
な
お
い
し
さ
。

野
菜
を
盛
っ
た
大
き
な
お
皿
も
あ
る
の
だ
が
、
は
し
は
肉
ば
か

り
を
求
め
る
。
あ
れ
、
も
う
一
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

か
に
の
お
造
り
な
る
も
の
、
こ
れ
が
ま
た
す
こ
ぶ
る
い
け
る

味
。
甲
ら
と
足
の
つ
け
根
の
部
分
、
う
ず
ら
の
玉
子
を
落
し
た
わ

さ
び
醤
油
で
い
た
だ
く
の
だ
け
ど
、
初
め
て
食
べ
た
ね
。
ま
っ
た

り
や
わ
ら
か
く
、
く
さ
み
も
な
く
、
一
品
料
理
の
お
す
す
め
品
。

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
お
な
べ
は
、
火
の
通
り
の
良
い
ホ
ー
コ
ー
鍋
、

肉
を
夢
中
で
食
べ
た
あ
と
、
少
し
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
に
な
っ

て
、
野
菜
を
い
た
だ
く
。

し
い
た
け
、
ね
ぎ
、
き
く
な
、
白
菜
、
え
の
き
、
葛
、
あ
ら

ら
、
野
菜
の
下
か
ら
う
ど
ん
が
出
て
来
た
。
も
う
お
な
か
い
っ
ぱ

い
で
す
。
と
て
も
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
え
っ
？
、
ス
テ
ー
キ
、
石

焼
き
で
焼
け
た
か
ら
一
切
れ
い
か
が
、
と
ん
で
も
な
い
、
い
い
え

も
う
、
そ
う
で
す
か
、
じ
ゃ
あ
。
ま
あ
こ
れ
も
ゴ
マ
だ
れ
で
、
う

ん
う
ん
、
お
い
し
い
。
今
度
は
お
隣
り
へ
か
に
を
食
べ
に
来
ま
す

ね
。
テ
ー
ブ
ル
の
広
さ
に
合
わ
せ
た
の
か
、
有
田
焼
き
の
食
器
も

大
き
め
で
、
あ
く
と
り
な
ん
て
、
花
び
ん
に
持
っ
て
帰
り
た
か
っ

た
位
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
に
な
る
店
で
す
。

沖
す
き
／
３
８
０
０
円
、
沖
す
き
コ
ー
ス
（
付
出
し
、
沖
す
き
、
ぞ
う
す
い
、
香
物
、

果
物
）
／
５
０
０
０
円
、
会
席
料
理
、
利
休
／
４
０
０
０
円
、
観
月
／
５
０
０
０
円
、

光
琳
／
６
０
０
０
円
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
／
３
８
０
０
円

中
央
区
磯
上
通
７
１
１
１
加
奮
２
９
１
１
０
２
４
６

午
前
ｎ
時
鋤
分
ｌ
午
後
９
時
無
休

一
一

▲上／特選但馬牛のしゃぶしゃぶコース（付出し、しゃ
ぶしゃぶ、香物、果物) 、下左／かにの造り
「城崎の湯宿西村屋の伝統の味を、心をこめて神戸の皆
さまに…･ ･ ･ 』と藤井道牛店長

置

鶴
二群？' ~

綴
一
一錘

125
１

鎚
帝

■■ず｡

＝＝

『
》 爵

鵠
冒

冊

季

二群？' ~
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シックなヘーペルハウスの室内

文
教
地
区
で
環
境
良
好
の
マ
ン
シ
ョ
ン

東
灘
か
ら
兵
庫
に
か
け
て
、
交
通
の

便
の
よ
さ
と
求
め
易
い
価
格
帯
を
特
長

と
し
て
展
開
さ
れ
る
甲
南
興
産
㈱
の
マ

ン
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
。
甲
南
メ
ゾ
ン
本

山
は
、
国
鉄
摂
津
本
山
・
阪
神
深
江
駅

ま
で
徒
歩
岨
ｌ
過
分
の
距
離
。
環
境
も

学
園
の
街
・
東
灘
で
良
好
。

八
慨
要
Ｖ
☆
名
称
／
甲
南
メ
ゾ
ン
本
山
☆
所
在
地
／

神
戸
亜
采
渡
区
本
山
南
町
７
丁
Ｈ
犯
稀
★
地
目
／
宅

地
★
地
域
・
地
区
／
準
工
業
地
域
・
離
切
火
地
域
☆

構
造
・
規
棋
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
陸
屋
根
・

地
上
５
階
建
・
一
部
４
階
☆
敷
地
而
積
／
公
簿
而
碕

７
６
５
．
配
流
実
測
面
積
７
６
７
．
孤
茄
☆
賎
ペ

イ
率
／
釦
％
★
容
積
率
／
２
０
０
％
★
辿
築
而
穣
〃

４
０
８
．
妃
流
☆
建
築
延
面
積
／
１
５
３
４
．
狸
㎡

★
住
宅
部
分
延
床
而
積
／
１
７
６
７
．
羽
戒
☆
総
戸

数
／
”
戸
☆
分
該
戸
数
／
”
戸
☆
開
発
許
可
稀
号
／

館
１
７
１
１
号
昭
和
師
年
９
月
３
日
☆
建
築
碓
認

番
号
／
第
２
４
２
号
昭
和
師
年
９
月
即
日
☆
完
成

予
定
日
／
昭
和
詔
年
４
月
末
日
☆
入
居
予
定
日
／
叩

和
郎
年
６
月
末
日
☆
私
道
負
担
／
な
し
☆
販
売
価
賂

／
１
５
９
０
万
円
１
２
３
８
０
万
円
☆
価
艇
信
効
期

限
／
昭
和
詔
年
、
月
末
日
☆
売
主
／
甲
南
興
産
㈱

兵
叩
県
知
事
免
許
②
鉱
７
５
２
４
号
☆
お
問
い
合
わ

せ
／
０
７
８
．
３
４
１
．
６
４
３
１

旭
化
成
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に

「
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
」
新
登
場

注
文
コ
ン
ク
リ
ー
ト
住
宅
の
売
り
上

げ
で
は
、
Ｈ
本
第
一
位
の
業
績
を
誇
る

旭
化
成
工
業
㈱
・
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
㈱

の
ヘ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス
に
、
新
た
に
「
キ

ュ
ー
ピ
ッ
ク
」
が
加
わ
っ
た
。
へ
Ｉ
ベ

ル
ハ
ゥ
ス
は
、
多
角
化
を
す
す
め
て
い

る
総
合
化
学
企
業
の
旭
化
成
の
技
術
の

結
晶
と
も
い
う
べ
き
Ａ
Ｌ
Ｃ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
板
を
使
っ
た
住
宅
で
、
対
災
害
性

に
優
れ
、
落
ち
着
き
の
あ
る
イ
ン
テ
リ

ア
等
の
特
長
を
持
つ
最
高
級
住
宅
で
あ

甲南メゾン本山（予想図）

１
１２６
１

ン
ダ
、
２
階
リ
ビ
ン
グ
、
カ
ギ
型
プ
ラ

ン
、
ル
ー
フ
ガ
ー
デ
ン
等
住
ま
い
の
新

し
い
快
適
さ
が
追
求
さ
れ
て
お
り
、
神

戸
の
シ
テ
ィ
感
覚
に
マ
ッ
チ
し
た
住
宅

と
い
え
よ
う
。
価
格
は
坪
当
り
“
万
円

強
。
「
住
宅
業
界
の
ベ
ン
ツ
を
目
ざ
し
て

家
造
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
」
と
語
る

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
㈱
神
戸
営
業
所
の
野

田
耕
司
氏
は
、
さ
ら
に
「
ぜ
ひ
展
示
場

で
住
み
心
地
の
よ
さ
を
ご
確
認
し
て
頂

き
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ー
ピ

ッ
ク
は
阪
神
間
で
は
西
宮
展
示
場
に
建

築
中
だ
が
、
ヘ
ー
ベ
ル
ハ
ゥ
ス
の
展
示

場
と
し
て
は
、
三
宮
、
舞
子
、
夙
川
が

あ
る
。

☆
お
問
い
合
わ
せ
／
神
戸
営
業
所
雪
２

３
２
．
３
９
３
３
三
宮
展
示
場
雷
２

５
２
．
０
３
４
３

る
。
新
発
売
の
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
は
、
都
市

型
住
宅
と
し
て
敷
地
適
応
性
が
高
く
、

重
厚
で
シ
ン
プ
ル
な
外
観
は
「
都
市
の

顔
」
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
。
ま
た

キ
ャ
ン
テ
ィ
居
室
、
キ
ャ
ン
テ
ィ
ベ
ラ

願
（
④
国
露
﹈
旨
③
ご
閏
民
麗
固
国
曇
函
露
命

「
月
刊
神
戸
っ
子
」
の
使
命
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
衣
・
食
・
住
に
必
要
な
情
報
を
で
き
る
限
り
多
く
、
正
確
に
お
届
け
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
。
ヘ
ー
ジ
は
、
よ
り
よ
い
暮
し
の
た
め
に
月
刊
神
戸
っ
子
が
選
ん
だ
住
宅
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

シティ感覚のキューピック
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て
き
て
い
ま
す
。
以
前
住
宅
を
建
て

ら
れ
た
方
が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
改

装
）
を
希
望
さ
れ
る
の
は
当
然
の
成

行
で
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
希
望
す

る
側
も
そ
の
依
頼
を
受
け
る
側
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
時
代
の
本
当
の
意
味
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ｌ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
上
で
の
ポ

イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
？

星
田
日
本
人
は
統
計
的
に
、
平
均

し
て
１
人
当
り
７
年
に
１
回
転
居
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
転
売

の
際
も
住
ま
い
の
価
値
感
を
落
さ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は

建
築
面
積
を
変
え
ず
に
、
出
窓
な
ど

を
利
用
し
て
収
納
面
積
を
広
げ
る
こ

知
性
と
優
し
さ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

ア
ー
バ
ン
グ
リ
ー
ン
本
山
は
、
国
鉄

摂
津
本
山
、
阪
神
青
木
ま
で
徒
歩
（
約
７

分
、
阪
急
岡
本
ま
で
約
ｎ
分
と
、
い
ず

れ
の
電
車
も
利
用
で
き
る
と
い
う
交
通

至
便
の
場
所
に
建
設
中
で
あ
る
。

南
向
き
中
心
で
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
か
ら
４

Ｌ
Ｄ
Ｋ
ま
で
の
ス
ペ
ー
ス
が
多
彩
に
そ

ろ
っ
て
お
り
、
年
利
５
．
５
％
の
全
戸

住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
。

議鍵
基畠蕊型

再郵馴輝６

☆
住
ま
い
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

快
適
な
暮
し
を
／
，

星
田
昌
宏
〔
榊
謹
恥
諦
鐸
イ
ン
テ
リ
ア
〕

ｌ
ナ
イ
ス
お
か
も
と
陸
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
時
代
に
対
応
し
て
今
秋
オ
ー

プ
ン
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
ね
ら

い
坐
と
。

星
田
全
国
に
約
３
千
３
百
万
戸
の

住
宅
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
う

ち
鞘
が
㈹
年
代
中
・
後
半
の
住
宅
ブ

ー
ム
の
時
に
出
来
た
家
で
す
。
そ
の

時
と
比
べ
て
、
日
本
人
の
住
ま
い
に

対
す
る
考
え
方
が
変
っ
て
き
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
以
前
は
応
接
間
や
客

間
を
尊
重
し
た
間
取
り
が
中
心
で
し

た
が
、
最
近
で
は
、
台
所
、
居
間
な

ど
を
重
視
し
、
家
族
団
蕊
型
に
変
っ

ヅ

J1蕊
刀

八
概
要
Ｖ
☆
名
称
／
ア
ー
バ
ン
グ
リ
ー
ン
本
山
☆
所

在
地
／
神
戸
市
東
灘
区
甲
南
町
１
丁
目
皿
番
３
☆
交

１
１２７
１

と
な
ど
で
す
。
と
に
か
く
空
間
を
出

来
る
だ
け
利
用
し
て
収
納
を
い
か
に

上
手
に
す
る
か
が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

ｌ
こ
れ
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
計

画
中
の
方
に
。

星
田
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
場
所
は

台
所
な
ど
主
婦
が
関
わ
る
部
分
が
中

心
で
す
。
奥
様
に
申
し
上
げ
た
い
の

で
す
が
、
過
去
の
経
験
を
生
か
し
て

本
物
を
見
る
眼
を
育
て
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
す
が
、

私
共
の
店
で
は
、
お
客
様
の
お
相
手

を
す
る
の
は
ご
く
普
通
の
家
庭
の
主

婦
で
す
。
ご
自
身
が
体
験
さ
れ
た
成

功
例
や
失
敗
例
を
お
話
し
す
る
こ
と

で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
よ
き
相
談
相

手
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
気
軽
に

お
い
で
願
い
た
い
で
す
ね
。

★
ナ
イ
ス
お
か
も
と
／
神
戸
市
東
灘

区
本
山
町
３
丁
目
３
１
皿
パ
ア
ィ

オ
岡
本
恋
４
５
２
１
８
０
７
５

アーバングリーン本山（完成予想図）星田昌宏

通
／
国
鉄
東
海
道
本
線
摂
津
本
山
駅
下
車
雄
歩
７
分

阪
神
電
車
青
木
駅
下
車
徒
歩
７
分
★
地
域
・
地
区
／

住
居
地
域
☆
地
目
／
宅
地
☆
建
ペ
イ
率
・
容
積
率
／

、
％
・
加
％
★
敷
地
面
積
／
２
１
１
２
・
郡
㎡
☆
越

築
面
積
／
９
２
３
．
叩
㎡
☆
建
築
延
而
積
／
４
２
６

４
．
妬
㎡
☆
構
造
・
規
模
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
７
階
建
☆
総
戸
数
／
顕
戸
☆
分
譲
戸
数
／
調
戸

☆
敷
地
所
有
者
／
㈱
ノ
ザ
ワ
ハ
ウ
ス
★
竣
工
予
定
／

昭
和
顕
年
４
月
末
日
★
建
築
確
認
番
号
／
第
馴
号

（
昭
和
諏
年
７
月
配
且
☆
開
発
行
為
許
可
番
号
／

第
１
６
３
６
号
（
昭
和
師
年
３
月
晦
日
）
☆
私
道
負

担
／
な
し
☆
販
売
価
絡
／
１
６
９
０
万
円
１
３
５
２

０
万
円
☆
妓
多
販
売
価
格
帯
／
２
６
０
０
万
円
台
９

戸
☆
売
主
／
㈱
ノ
ザ
ワ
ハ
ウ
ス
兵
庫
県
知
求
免
許

③
第
７
２
８
３
号
☆
お
問
い
合
わ
せ
／
㈱
ノ
ザ
ワ
ハ

ウ
ス
雷
０
７
８
（
３
９
１
）
３
１
６
１
㈹
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１
１２８
１

総
憾
異
鯵
孫
禅
芦
輔
輔
祷
膏
牢
謹
鵬
読
剛
崇
御
右
が
劉
尋
ン
・
神
賛
藷
瞳
登

あいさつする今井銃雄実行委員長

家
庭
を
失
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
里
親
を
求
め
る
〃
愛
の
手
運

動
″
を
続
け
て
い
る
社
団
法
人
・
家
庭
養
護
促
進
協
会
は
今
年
一
一

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
協
会
で
は
こ
れ
を
記
念

し
て
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
神
戸
美
術
展
」
を
開
催
す
る
計
画
を
た
て
、

石
阪
春
生
、
今
井
鎮
雄
、
貝
原
六
一
、
小
泉
康
夫
、
佐
藤
廉
、

田
中
徳
喜
、
津
高
和
一
、
中
西
勝
、
服
部
正
の
各
氏
に
実
行

委
員
を
お
願
い
し
、
準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

今
回
の
美
術
展
は
①
里
親
運
動
を
す
す
め
る
基
金
を
募
る
。
②

美
術
展
を
通
し
て
里
親
制
度
並
び
に
児
童
福
祉
へ
の
関
心
を
広

げ
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
。
③
福
祉
と
文
化
活
動
の
相
互
交

流
に
よ
り
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
の
三
本
の
柱
を
立

て
て
開
催
。
ま
た
、
美
術
展
と
し
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
、
充
実
し

た
も
の
に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
本
格
的
な
力
作
を
依
頼
し

ま
し
た
の
で
、
小
磯
良
平
画
伯
を
は
じ
め
、
須
田
弧
太
、
中
西

勝
、
石
阪
春
生
先
生
他
、
多
く
の
作
家
が
今
回
の
美
術
展
の
た
め

に
新
作
を
制
作
し
て
下
さ
り
、
九
月
末
ま
で
に
は
一
六
五
名
の
兵

庫
県
下
及
び
神
戸
市
内
の
作
家
の
先
生
方
が
ご
協
力
下
さ
り
、
十

月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
の
六
日
間
に
わ
た
っ
て
、
さ

ん
ち
か
広
場
及
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か
で
会
派
を
越
え
た
大
変

見
ご
た
え
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
展
が
開
か
れ
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

会
場
に
は
作
品
と
い
っ
し
ょ
に
入
口
の
コ
ー
ナ
ー
に
里
親
運
動

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
写
真
も
展
示
し
、
協
会
の
活
動
を
広
く
知

橋
本
明
く
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
事
務
肋
媛
〉

■

Ｉ
Ｉ

文
化
と
福
祉
の
交
流
を
め
ざ
し
て

１
１
チ
ャ
リ
テ
ィ
神
戸
美
術
展
開
催

曇
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
肌
〉
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灘
ＦＷＩＷ

胡畠謡

蕊ﾖ‘I蕊鍵騨農騨や"-－

会場には力作がズラリ

日

灘

, 守一・＝弓

霞３蕊

卦趨

今回の美術展には1 5 0 点の作品が出品された

蔦

鱗:；唖命鍵

鯛雑

上段：長島陸神戸地下街㈱副社長( 左) らによるテープカット

:猟
．上= 圭壱銅

@ ．蕗蕊

iIII
i:畠』鱗

翻
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識

神戸市兵庫区水木通２丁目２－１０
TEL(078)577-3333㈹

本社･ 工埋兵庫区下沢通7 丁目１番2 号
ＴＥＬ(078)５７７－３５８１

商売唐三宮支店、そごう店、垂水駅
ショッピングセンター、神戸デパート店
大丸新長田店〈ジョイプラザ〉

三
宮
地
区
の
日
毎
の
股
賑
さ

に
ひ
き
比
べ
、
兵
庫
地
区
の
さ

び
れ
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
兵

庫
で
生
ま
れ
育
ち
、
戦
局
が
激

し
く
な
る
ま
で
の
、
最
も
活
気

の
あ
っ
た
兵
庫
を
目
に
し
て
い

る
だ
け
に
、
私
に
と
っ
て
は
何

と
も
や
り
き
れ
な
い
、
情
け
な

い
思
い
が
す
る
。
わ
け
て
も
哀

れ
を
留
め
る
の
は
新
開
地
で
あ

る
。★

抜
け
殻
の
新
開
地

往
時
、
新
開
地
は
神
戸
一
の

確
り
場
と
し
て
、
繁
栄
を
誇
っ

た
時
代
が
あ
っ
た
。
当
時
の
神

戸
新
聞
（
昭
和
９
年
９
月
旭
日

付
）
に
は
、
晴
天
の
休
日
。
芝

居
や
映
画
の
は
ね
る
夜
十
時
頃

は
人
出
の
最
高
潮
。
楽
楽
館
前

を
通
る
人
は
一
時
間
で
約
二
万

人
。
一
昼
夜
で
約
十
九
万
人
、

そ
れ
に
一
万
の
自
動
車
と
、
一

万
一
千
の
そ
の
他
の
車
馬
の
流

れ
が
あ
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
ん
な
時
代
を
私
も
知
っ

て
い
る
だ
け
に
今
の
新
開
地
を

見
る
と
、
「
こ
れ
は
新
開
地
の

大村機工株式会社
神戸市兵庫区塚本通2 丁目１番1 号
永沢町交差点壷0 7 8 - 5 7 5 - 3 1 2 0
束店公0 7 8 - 5 7 6 - 0 0 5 4
毎週金曜日定休日

活
気
を
戻
せ
／
新
開
地

三
船
清
八
「
兵
庫
通
信
」
主
宰
Ｖ

●
兵
庫
界
隈
記
（
別
）

抜
け
殻
や
」
と
思
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

☆
新
開
地
魅
力
の
三
原
則

昔
は
新
開
地
の
灯
を
見
な
い

と
眠
れ
な
い
、
と
言
っ
た
猛
烈

な
新
開
地
フ
ァ
ン
が
大
勢
い
た

も
の
だ
が
、
彼
ら
の
意
見
が
お

そ
ら
く
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る

新
開
地
魅
力
の
三
原
則
は
次
の

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

の
は
、
神
戸

市
内
で
は
新

開
地
が
最
初

で
あ
る
。
コ

ロ
ッ
ケ
、
力

地
レ
ー
、
ハ
ヤ

開碕
シ
ラ
イ
ス
で

蝉
さ
え
、
当
時

塗
は
ま
だ
異
国

麺
の
料
理
で
あ

鋸
っ
た
。
ま
た

最
安
過
ぎ
て
い

く
ら
考
え
て

も
勘
定
の
合

わ
ぬ
バ
カ
安

売
り
の
、
華

々
し
い
食
堂

飲
み
食
い
の
而
の
み
で
記
す
と

①
安
く
て
、
う
ま
く
て
、
カ
サ

（
量
）
が
あ
っ
た
②
天
ぷ
ら
、

す
し
、
ど
て
焼
き
、
串
カ
ツ
な

ど
の
屋
台
車
か
ら
、
中
・
上
流

各
階
層
の
好
み
に
応
じ
た
店
が

あ
っ
た
③
女
、
子
ど
も
で
も
、

安
心
し
て
遊
べ
た
、
と
い
う
事

に
な
る
。
②
③
は
盛
り
場
と
し

て
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、

興
行
物
に
も
当
て
は
ま
る
。
「
エ

エ
ト
コ
エ
エ
ト
コ
緊
楽
館
、
悪

イ
ト
コ
悪
イ
ト
コ
松
本
座
」
と

い
う
戯
歌
が
、
こ
の
事
を
物
語

っ
て
い
る
。

☆
先
人
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン

大
正
加
年
代
に
庶
民
に
は
鵠

の
な
か
っ
た
高
級
な
「
西
洋
御

り
ょ
う
り

料
理
」
を
「
洋
食
十
五
銭
均
一
」

で
大
衆
の
線
ま
で
引
き
さ
げ
た

慶びの家具

…
鴫
だ

明るい色と
まるやかな味
蔀癖WHl1Hb

機械ヒエ具

Ｌ
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ぴ
っ
た
り
。
本
当
の
お
い
し

さ
を
指
向
す
る
ナ
カ
ヒ
ラ
コ

ー
ヒ
ー
か
ら
愛
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
家
庭
用
真
空
パ
ッ
ク

卯
９
（
２
人
用
）
５
個
セ
ッ

ト
を
、
名
様
に
。

希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

令
年
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
〒
卸
神
戸
市

中
央
区
江
戸
町
伽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
㈱
コ
ー
ヒ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

狸
月
加
日
到
着
分
ま
で
有
効
。

☆
、
月
号
の
有
馬
芳
香
堂
の

民
芸
調
箱
入
最
高
級
ナ
ッ
ツ

詰
合
せ
は
、
長
田
区
の
青
木

吉
彦
様
他
調
名
の
方
に
お
送

り
し
ま
し
た
。

壷(07 8 ) 3 5 1 - 3 3 9 0
詩速新開地駅索へ2 0 0 米

合
戦
が
よ
く
あ
っ
た
の
も
新
開

地
だ
。
新
開
地
の
先
人
は
、
新

開
地
に
客
を
ひ
き
つ
け
る
た
め

に
、
知
恵
を
絞
り
、
ど
こ
に
も

な
い
ア
イ
デ
ア
を
考
え
出
し
、

た
だ
目
先
だ
け
の
利
益
を
追
わ

ず
、
身
を
粉
に
し
て
朝
か
ら
夜

遅
く
ま
で
、
働
き
に
働
い
た
の

で
は
な
い
か
。

☆
新
開
地
精
神
を
生
か
せ

新
開
地
が
戦
前
よ
り
有
利
な

点
は
、
神
戸
電
鉄
、
山
陽
電
鉄

の
２
私
鉄
の
集
ま
る
所
で
、
地

下
に
は
多
く
の
人
の
動
き
が
あ

る
こ
と
だ
。
だ
が
反
而
、
川
崎

重
工
業
の
操
短
、
映
画
人
口
の

激
減
、
過
疎
現
象
等
、
か
な
り

深
刻
な
不
利
な
状
況
下
に
お
か

れ
て
い
る
。
時
代
も
ま
た
大
き

く
変
っ
て
い
る
か
ら
、
先
に
記

ひょうご
カレンダー

★
今
月
執
筆
を
お
願
い
し
た

三
船
清
氏
は
、
風
化
し
て
行

く
庶
民
の
く
ら
し
の
歴
史
を

記
録
に
と
ど
め
よ
う
と
、
兵

庫
の
街
を
歩
き
回
っ
て
い
る

今
回
、
紙
数
の
関
係
で
面
白

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
幾
つ
か
を

割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

事
は
残
念
。
「
足
で
書
く
」
と

い
う
「
兵
庫
通
信
」
（
不
定
期

型
Ｕ
か
ら
は
繁
華
な
頃
の

申 ｰ の

し
た
よ
う
な
黄
金
時
代
の
再
来

は
望
む
べ
く
も
な
い
。

嘘
り
場
構
成
の
要
素
は
、
娯

楽
の
興
行
物
と
、
飲
み
食
い
の

楽
し
さ
で
あ
る
が
、
新
開
地
が

人
を
呼
ぶ
策
は
、
こ
の
飲
み
食

い
の
面
し
か
な
い
。
現
に
ど
こ

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
盛
り
場
で
も

飲
食
店
街
だ
け
は
人
で
あ
ふ
れ

て
い
る
。

今
ま
で
に
何
回
か
打
ち
出
さ

れ
た
新
開
地
復
興
行
事
が
、
そ

の
場
限
り
で
終
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
も
、
そ
の
催
し
が
キ
ッ
カ

ヶ
で
後
々
ま
で
客
の
足
が
続
く

と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
点
、
飲

食
店
の
客
は
長
続
き
す
る
。
そ

し
て
繁
昌
す
れ
ば
外
の
商
種
も

潤
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、

☆
今
月
号
の
映
画
特
集
・
山

田
洋
次
監
督
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
も
出
て
く
る
が
、
神
戸

と
コ
ー
ヒ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は

兵
庫
庶
民
の
ざ
わ
め
き
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。
兵
庫

通
信
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
恋
０
７
８
．
８
５
１

・
２
６
９
１
三
船
清
ま
で

131

サックリうまい
爵

〆

兵庫通信

飲
み
食
い
は
各
年
齢
層
共
通
と

い
う
強
味
が
あ
る
。
私
の
言
う

新
開
地
復
興
の
メ
ド
は
、
言
う

は
易
く
、
そ
の
切
り
換
え
は
難

し
い
が
、
飲
食
の
面
に
も
っ
と

力
を
注
ぐ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
地
上
、
地
下
穂
そ
れ
ぞ
れ

特
色
を
出
し
、
昔
の
よ
う
な
新

開
地
名
物
を
生
み
出
し
て
ほ
し

い
。
戦
前
の
新
開
地
の
キ
ャ
リ

ア
を
生
か
し
て
、
三
宮
地
区
と

は
対
照
的
な
、
安
直
で
気
楽
な
、

兵
庫
カ
ラ
ー
の
あ
ふ
れ
た
庶
民

の
歓
楽
街
と
し
て
、
何
と
か
活

気
を
取
り
戻
せ
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
先
人
に
劣
ら

ぬ
ア
イ
デ
ア
で
、
地
下
を
流
動

す
る
人
達
の
足
を
地
上
に
向
け

さ
せ
る
だ
け
の
、
魅
力
の
あ
る

街
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

察良蹟
本店塚本通１３丁目念5 7 5 - 8 8 6 8
センタープラザ西館２Ｆ竃3 3 2 - 3 5 0 0
センタープラザ２Ｆ壷3 3 2 - 2 7 6 7
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さんプラザ 3 F 念 3 9 1 - 3 7 2 0
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今夜も気分は蚊而. ノ

;z,壁宰響醗望謹認．

瀞!、』雌Ｉ
神戸市中央区中山手通１丁目7 - 1 0

（英建ビル１Ｆ）
ＴＥＬ３３１－１３１６

アンダルシアの夜をあなたに…

誉_ f 蕊蕊霞

鍵鱗繍議
〈1 2 月のショータイムご案内〉
１２月４．１８日
エル･ ポカと
フラメンコキェーロス
１２月11 . 1 5日
ズーロフラメンコ
いずれも7:301》M,9:301.)Ｍ
の2 1 m 公油茄

駕雫脅態I鶴鍵譲鍵;鍵Ｉ
●１２ﾉ ．] 2 4 ～2 6 ｐにはクリスマスに
ふさわしいⅡM しを企i 岬{ 1 です。
<メニュー〉
グラナダコース￥２，０００
( スープ･ サラダ･ オムレツ･ パス）
アンダルシアコース￥３ｑＯＯＯ
( ワイン･ スープ･ サラダ･ オムレツ・
エビクリーム･ パエジャ）
サルスエラ( 魚介類の煮込) ￥2 , 5 0 0
元･ ラ・カルト￥6 0 0 ～

鎌吻, . ヴf ノ
神戸市中央区北野町3 - 2 - 4 ( 異人館通り）
アニルドマンション1 ＦＴＥＬ２４１－１３４４
６:0OPM～1:OOAM水曜休(12/15～12..29無休）
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